
多面的な地域資源の保全から活用へ 
 

 ～次世代に地域・農業を引き継ぐために～ 

     かぬまし  

栃木県 鹿沼市 
  いたがばた                               み かい 

 板荷畑いつくし美会 



１ 活動地域の概要 

２ 活動組織の体制 

３ 取組を始めるまでの経緯 

４ 多面的機能支払交付金による取組の状況 

 ４－１ 災害の防災や復旧の取組 

 ４－２ 環境保全の取組 

５ 取組による効果 

６ 現在と将来に向けた活動の課題 

 



１ 活動地域の概要 

「地域ブランド調査2016」 
 魅力度ランキング 
 

４６位/４７都道府県 
 
（ブランド総合研究所調査） 

栃木県 

なぜブランド力が低い？ 
・あまりお国自慢をしない 
（地元への愛着度が低い） 
・豊かな地域で人も増えた。 
・東京に近くアピールの必要 
 がない。 
 

 
世界遺産 
 日光の社寺 

日本遺産 
 足利学校 

無形文化遺産 
 「烏山の山あげ祭り」 
 「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」 

ラムサール条約湿地 
 「奥日光の湿原」 

日本一の生産量 いちご 
 などなど 

鹿沼市 

無形文化遺産 
 「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」 

 
県内有数のいちご生産地 

平成２８年１１月 
 

「いちご市」宣言 

１ 



板荷畑 
（板荷４区） 

２ 

例幣使街道 
（杉並木） 



２ 活動組織の体制 

板荷畑いつくし美会 

○設 立  
  
   平成20年3月設立 

 
○構 成 
 ５６世帯、１８５人 

 （平成２８年４月現在） 

 
○世帯の状況 
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年齢構成（農業者）  
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（１）組織構成 

３ 

 



 

 

（２）組織の体制 

板荷畑いつくし美会 
自治会（小学生以上） 

185 人 

水利組合(２組織）  
１８人 

老人会 
１８人 

営農組織 
５人 

獣害対策組織 
２７人 

直売所 
８人 

育成会 
１１名 

消防団 
５人 

 

草刈隊 
１４人 

○農業者５６人 

 （主たる従事者２７人） 

○非農業者１２９人 

 

４ 

愛宕会 
１０人 

鹿泉会 
２１人 

むつみ会 
１３人 

いつくし美会活動の中で設立した組織 

農業関係組織 コミュニティ組織 

 



認定農用地面積 
(集落の管理する 
農用地） 

田 畑 計 遊休農地面積 

2,391   a 619   a 3,010   a 0   a 

（３）農用地、施設の概要 

農業用施設 

開水路 農 道 ため池 
農用地に係る

施設 

5.8  km 1.5  km  ー 箇所 
獣害防護柵 
  ５．４km 

うち長寿命化対象 1.9  km 0.2  km ー 箇所 ー 

農用地面積 

農業用施設 

・認定農用地は３０.１haで内訳は、田が２３.９ha(79%)、畑が６.２ha(21%) 

・農家の平均耕地面積は1.1haで、鹿沼市の平均と同水準 

 

５ 



（３）農業用施設の位置図 
 

６ 

野生獣害防護柵設置図 

凡  例 

ワイヤーメッシュ柵 

ゲート 

延  長 ５．４㎞ 

備  考 
柵上部に鹿避け 
ネット設置 

（４）農業用施設の位置図 



施設の長寿命化事業実施図 

７ 

凡  例 

開水路 

農道 

河川 

市道 

実施箇所（延長 ４３１m） 



 農作物の野生鳥獣害の増大、農業者の高齢化により、耕作放棄地の拡大や農業後継者問
題などの地域の将来に不安を感じていた人たちが、農地･水・環境保全向上対策（現 多面
的機能支払交付金）を活用し、課題解決に取り組むため、平成20年３月に「板荷畑いつく
し美会」を設立 

３ 取組を始めるまでの経緯 

８ 

【リーダーのサポート役】 

○次期自治会長予定者を中心に40代から50代の住民が核となる。 

○事務的な業務を40代から50代の住民が担う。 

○構成員間（特に核となる複数の構成員）の情報共有を密にする。 

○行政との迅速な連携体制に努める。 

（１）活動組織運営の考え方 

【課題解決を優先】 

○地域の高齢化が進む中、課題の解決に早期に動くことが必要 

 

【地域内の連携、相互交流】 

○地域内の自治会や鹿泉会などの団体や水利組合、獣害対策組織等が 

 連携して取り組む（地域内連携） 



○地域の現状を探る 
・若い世代が地域に無関心 
・住民の課題、考えが見えない 

本当は 
どうなのか？ 

活動開始（H20～）から約１年 

アンケート実施 

・農業への関心 
①主たる農業従事者：10年後には30％が農業をやめる？ 
②親子の意識差  ：親      継いでほしい ・・79％ 
          後継者（子） 否定的又は未定・・ 60% 
③後継者の不安  ：低収入23%、鳥獣被害20%、機械更新費用15% 

 
・活動組織への期待 
①活動の影響   ：地域のまとまり感向上 70％ 
②期待する活動  ：獣害対策：２４％、収穫祭１６％、そば打ちイベント８％ 

見えてきた地域の現状 

（要望の高い順に活動に取り組み、成果を出すことで意欲向上） 

９ 

（２）活動実施に向けた取組 

地域の現状を把握 
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